




























［Abstract］As several recent studies show, Virginia Woolf (1882-1941) explores the 
interconnection between clothes, woven texture, and written text to think about 
modernity and gender.  Developing these current interests, this paper explores the 
images of garments in Woolf’s fiction taking into account not only the dresses but also 
the accessories and textiles themselves, focusing on the texture of the clothes chiefly 
through weaving processes by her protagonists. 
The sartorial images first can be traced back to textile fibres. This image engages with 
Woolf’s word “life.”  Throughout her essays, Woolf says that the life of a character is 





Clothes, Texture and Text: 




















Unwritten Novel” (1924) and Jacob’s Room (1922), Woolf’s descriptions of ribbon and 
yarn suggest something mysterious about the character’s inner self.  Further, it is also 
necessary to direct the attention to the depictions of thin and soft fabrics.  For Woolf, 
while one’s non-bounded life should be free, impressions of the essence of life (what 
Woolf calls “life itself”) may be caught. The images of a handkerchief, sheets, and a 
towel have the potential momentarily to record the fragmentations of an image 
scattered from the character’s minds.  This process is exemplified in Orlando’s 
transformation in Orlando: A Biography (1928), and after the characters’ bath in The 
Waves (1931). 
In both cases, the effect of textile affords a key to understanding the ambiguous 
expressions of the character’s natures in Woolf’s fictions.  This paper finally investigates 
the ways of the needle works by notable protagonists such as Clarissa Dalloway in Mrs. 
Dalloway (1924) and Mrs. Ramsay in To the Lighthouse (1927).  Through sewing up the 
dress or knitting the socks, these characters freely go beyond the boundaries of the 
singular inner self to the infinite variety of selves as the wider condition of life.  The 
diversities of these sartorial expressions could shed new light on the ties between 
clothes and characters in Virginia Woolf’s work.

















































チ（“A Sketch of the Past”）」（1939）において、自分と他者の違いについて次のような疑問を
投げかけている。
　　　　 自分がほかの人びととどれ程異なっているのか、私にはわからない …… それでも、真
に自己を描くためには、人はなにか比較の基準をもたなくてはならない（I do not 
know how far I differ from other people . . . . Yet to describe oneself truly one must 






















ウ・英国における衣服の文化（At the Mercy of their Clothes: Modernism, the Middlebrow, and 


























































　『灯台へ（To the Lighthouse）』（1927）の画家リリ ・ーブリスコウは、「本当に捕まえたいのは、
まさにこの神経を震動させるもの、なにかの形になる前のそれ自体（the thing itself before it 









































in her）とは、本質（the essential thing）とは、どんなものなのだろう。ソファの隅で見つけた
手袋（a glove）が、指部分の曲り方から彼女のものに違いないとわかるような、あの人の本質







































ここでミニーが見つめる「トレイの上にあふれるリボン（Shallow trays brim with ribbons）」
は、「フィクションにおけるキャラクター」で言われているような、人間の生のあふれる可能性
をまさに示している。目移りしてしまうほど、どのトレイにあるリボンも――どの人の生の色合
いも――驚きに満ちている（each tray with its surprises）。そして「選ぶ必要も、買う必要もな
















of white cotton）」や「古い葉書きに巻きつけられた茶色の毛糸（brown wool wound round an 

































ら――地図の断片――を、パズルの一片（angular fragments of eggshell—fragments 




























のシーツ（silver sheets for a double bed）」（Orlando 275）を購入しようとデパートをさまよう。
その直後に、「時がわたしを通り過ぎていった（Time has passed over me）」、「一つであるもの








































に手を沈め（plunging her hand into the softness）、緑のドレスをそっと引きはなし、
窓辺に持って行った。ほころびを作ってしまっていた。誰かがスカートを踏んだのだっ
た。照明の下では緑色が輝いたが、今、太陽の光の下では色あせて見えた。繕いましょ






















へ外へと灰色の毛糸を通し、守りを新たにするのだ」（“An Unwritten Novel” 114）というように。
　　　　 編み目はなんてしっかりとしているのだろう！　あなたはかがり縫いが得意なのだ。邪
魔しないでおこう、光が静かに降り注ぐまま、雲が緑の新芽の内側（an inner vest of 
the first green leaf）を見せてくれるままにしよう。雀が小枝に止まり、連なる雨粒を
小枝のひじから下にすべり落とすままにしよう……（Let the sparrow perch on the 










　　　　 だが、二人の最後の姿 …… は私を驚きの念で満たし――新たに私を浸す。謎めいた人
たち！　母親と息子。あなたたちは何者？ …… 私は急いで後を追う。ここは海なのだ
と空想する。景色は灰色で、灰のように煙っている。海水はつぶやき、動く。…… 未









































進んでいく」（To the Lighthouse 129）。ここではラムジー夫人が自分の内なる世界だけではなく、
自身がテキストを織り上げる編み糸になったかのように、詩の世界に重なっている。しかし最後










い。第Ⅱ部では「ショールの畳み目がほどけて（one fold of shawl loosened and swung to and 
fro）」（To the Lighthouse 142）と声なき声を発するかのように浮かび上がっており、第Ⅲ部では、
娘のキャムが船の上でまどろみながらかつて眠る前に母が語ってくれた話の情景を思い出し、波
の下で「緑のマントに包まれて半透明になった心と身体（one’s entire mind and one’s body 
shone half transparent enveloped in a green cloak）」（To the Lighthouse 198）があると感じる。
モード・エルマン（Maud Ellmann）は、論文「灯台への道（“A Passage to the Lighthouse”）」
のなかで、第Ⅱ部の「時が過ぎる（Time Passes）」 について論じている。作中の小道、水路、ト
ンネル、廊下、（paths, channels, tunnels, and corridors）を時間／空間、心／身体、過去／現在、
芸術／世俗的なものを結ぶはたらきとして着目している。しかしこれらは「小説の中心を通る廊
下であり、テキスト上の構造としてつないでいるものを分けてもいるのだ」（Ellmann 106）と

















































（１） E. M. Forster, “The Early Novels of Virginia Woolf” （1925） Virginia Woolf: Critical Assessments, Ed. 




（２） 1918年12月10日のウルフの日記にある記述。The Diary of Virginia Woolf, Ed. Anne Olivier Bell. vol.1. 226




の部分に「曖昧さ」が残されており、二つの世界が厳密にわかれているわけではない（yielding veils, sheets 



















することを物語っていた」（The Voyage Out 24）とみなす。あるいは船客の一人クラリッサ・ダロウェイは、
「イブニングドレスに着替える私たち」は芸術を理解するほかの船客からばかにされることもあるだろうと
感じる（The Voyage Out 51）。まさにアンダウが述べるような階級意識のあり方に、読者の視線を導いてい
るのだ。
（７） Laura Marcus. “The Short Fiction.” A Companion to Virginia Woolf.  38頁参照。
（８） 「あなたが何をしようと、わたしは気にしない。何をしたのかは、わたしの望むことではない。紫の輪のある、
生地店のショーウィンドウ（The draper’s window looped with violet）――これなのだ」（“Unwritten 
Novel” 109-110） と述べていることからも、ミニー・マーシュという人物の過去をつきとめることが目的で
はないとわかる。
（９） Makiko Minow-Pinkney. Virginia Woolf and the Problem of the Subject.  2-3頁参照。
（10） エーリヒ・アウエルバッハ（Erich Auerbach）が『ミメーシス：ヨーロッパ文学における現実描写（Mimesis: 
the representation of reality in Western literature）』の中でラムジー夫人と靴下に焦点を当てて論じたこと
はよく知られているが、アウエルバッハは靴下の長さを測る夫人の一瞬の仕草に着目して論を展開している
ため、編み物という動作全体に言及しているわけではない。
（11） Maud Ellmann, “A Passage to Lighthouse,” A Companion to Virginia Woolf.  99頁参照。
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